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【手続補正１】
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【補正対象項目名】００３５
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【補正の内容】
【００３５】
　ここで、ＰＷＭ制御によりモータ２を制御する場合、モータ２が設置される被設置体が
共振することにより、ドア開閉装置１を開閉動作させる際に生じる音が想定される音量よ
りも大きくなる場合がある。なお、被設置体とは、収容部としてのモータケース２０１や
、固定手段としてのブラケットＢ１、Ｂ２、車両１００等を含み、これらの各部またはこ
れら全体が共振する場合がある。共振は、モータ２のＰＷＭ制御におけるＰＷＭ周波数と
、被設置体の剛性や質量によって定まる固有振動数とが近い場合に生じる。
　なお、固有振動数は、たとえば以下の式で表される。
　（固有振動数）＝（モータ２の被設置体への支持条件等で決まる係数）
　　　　　　　　　×√（剛性／質量）
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